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中世の教育と子供

中世ヨーロッパには教育という概念も、子供
という概念もなかった。 7〜8歳になれば､徒
弟修業に出され、大人と同等に扱われた。飲
酒も恋愛も自由とされた。なぜ一線を7〜8歳
に引いたのかと言えば､この時期に言語によ
るコミュニケーションが可能になると考えら
れたためである｡ 7〜8歳以前の子供は動物と
同じ扱いであり、大人がフリスビー代わりに
投げ遊び、落として死なせたこともあるとい
う。乳幼児死亡率が高く、5歳までは頭数に
入れられなかった。





世界と日本の教育の歴史

教育には莫大なコストがかかる。
誰が何のためにお金を出したか

狩猟時代から分業が進み、専門の
知識が積み重ねられた 農業など

社会のニーズによって教育の内容
が変わってくる 原点は読み書き計算



世界と日本の教育の歴史

政府が広い領地を統治するために
読み書き計算できる役人が必要

日本で義務教育が始まったのは
「富国強兵」のため→国のため

戦後に価値観が大変換 臣民→国民
個人の権利 個性の重視 人間とは



世界と日本の教育の歴史

これまではすべて生活教育 生きて
いくために必要な教育 → 産業革命

時間が生まれる 教育を考える
社会や人間の在り方を考える 少子化

近代公教育制度 無償 中立 義務
民主主義 国民のための教育 機会均等



世界と日本の教育の歴史

これからの教育

教育の主体者が変化している
国家は私たちの教育主体者になれるか

自分たちが本当に欲しているものは
何か？ Well Beeng



学問の中心は｢情緒｣
～動物性と人間性～

岡 潔 春宵十話

天才的数学者が伝えたかったこと

磨くべきことは「理性」ではなく「情緒」
数学は自らの情緒を外に表現する学問芸術
数学を学ぶ意義について

学問も教育も「人」を中心として行うべき
最も人に対する知識が失われているのが幼児･義務教育

芽ならとにかく早く育ててしまえというのが今の教育

成熟は早すぎるより遅い方が良い ｢動物性｣を育てる危険
｢他人より多く覚えろ｣｢動物性｣は｢人間性｣の反対
動物的な生存本能や闘争本能に偏った教育になっていない

か？ 人間性のどの部分に注目するか？人間の頭を作るもの



｢他人の痛みが分かる人｣

岡 潔 春宵十話

つづき１

人間性のどの部分に注目するか？人間の頭を作るもの

学問の中心､人間の中心は情緒 情緒とは？
例えばスミレを想像 ｢やっぱりｽﾐﾚの花は良いなあ｣これが情

緒による捉え方 情緒が失われるとただの存在しか認識しない
痛みを持つ人がいても何も感じない

｢他人の痛みが分かる人｣
情緒の鍛え方 直観を鍛え 善行を繰り返す
絶対直観 自分にとっての｢正しさ｣を信じ貫くことができる
これが弱いと他人の真似しか出来ない ｢自分｣が消えていく
対策｢少しも打算の入らない行為｣を日常に取り入れる
情緒を磨く→益々良くなる｢今日の情緒｣が明日の頭を作る
情緒の中心こそ人間の表玄関である



岡 潔 春宵十話

〇 天才的数学者が伝えたかったこと

｢道義的センス｣を身につけること

道義の根本は｢人の悲しみが分かること」
繊細な心の悲しみ 人の心が分からなければ､どんなこと

をやろうとしても緻密さが失われ雑になる。対象への細かい
心遣いが出来ないから
今の教育は｢個人の幸福｣が目的となって 自分さえ満足すれ

ばそれで良いというのなら動物をしつけるのと変わらない
動物としての本能を磨くことでなく人間としての情緒を磨

くこと そのためには､人間の心の動きをよく観察しそれをく
み取るように導いていく必要がある。美しい話を聞かせ､人と
しての正しいことや恥ずかしいことを見極めるセンスを育て
ていかなければならない。大切なのはそれを教える人間の心



岡 潔 春宵十話

天才的数学者が伝えたかったこと

｢人の悲しみが分かること」とは「この人は悲しんでいるの
だな」と頭で理解することではない。また「かわいそうだ
な」と哀れむことでもない。相手の悲しみを自分の悲しみと
して捉えること この繊細さがないとなにをやるにも緻密な
情報が抜け落ちる マニュアル的に教え込んでも情緒は磨か
れない

情緒を育てる教育とは？国語と歴史を学ぶこと

雨にも負けず 風にも負けず 雪にも夏の暑さにも負けず
丈夫な身体を持ち 欲はなく 決しておごらず
いつも静かに笑っている
一日に玄米四合と 味噌と少しの野菜を食べ



雨にも負けず 風にも負けず雪にも夏
の暑さにも負けぬ
丈夫なからだを持ち 欲は無く 決して瞋
からず 何時も静かに笑っている
一日に玄米四合と 味噌と少しの野菜
を食べ
あらゆる事を自分を勘定に入れずに
良く見聞きし判り そして忘れず
野原の松の林の影の小さな萱葺きの
小屋に居て



東に病気の子供あれば行って看病してや
り 西に疲れた母あれば行ってその稲の束
を背負い
南に死にそうな人あれば行って怖がらな
くても良いと言い 北に喧嘩や訴訟があれ
ばつまらないからやめろと言い
日照りのときは涙を流し 寒さの夏はオロ
オロ歩き
皆にデクノボーと呼ばれ誉められもせず
苦にもされず
そういう者に 私はなりたい



すぐに役立つ学びは

すぐに役立たなくなる



好きなことを仕事にしたい
→好きなことだけでは仕事は成
り立たない

しなければならないことを好
きになるしかない

なぜなら､自分の生まれる前
から世の中はあったのだから

養老 孟司



世の中には全員遅刻して来て
いる。
→サッカーの試合がすでに始
まっている。選手としてサッ
カーのことを何も知らない者が
放り込まれている。

何の役に立つのか分からない

養老 孟司
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学習理論の比較

行動主義 認知主義 構成主義

知識
の捉
え方

知識は、客観的にこの世界に存在する
もの
｢普遍的な知識」を人から人へ伝達で
きると考えている（客観主義）

知識は相対的なもの。 人
や道具との相互作用に
よってその意味が各自の
中に見いだされ､知識が
構築される

学習
と
は？

教師が計画した｢刺
激｣に対し､生徒の
｢反応｣を繰り返す
ことによって望ま
しい方向に変容さ
せること

生徒の頭の中で何が起
きているか、記憶や認
知のメカニズム(感覚･
作業記憶･長期記憶等)
を踏まえた学び 頭に
いれた知識を使う機会
を設け長期記憶へ転移

他者や道具との相互作用に
よって自分の中に知識が構
築されること。具体的には、
経験→内省→応用できそう
な理論に概念化→新たな場
面でその理論を試す
｢経験学習理論｣

学校
の
学習

教師が問題を出題
(刺激)生徒が回答
(反応)させる中で
行動を変容させる

生徒が与えられた情報
を頭の中の既存知識と
関連付けて新たな知識
を習得する 学習目標､
授業設計は教師主導

生徒が周囲の人や道具と関
わる中で、個人または仲間
と協働しながら物事の意味
や知識を構築する

参考；ディビットパーキンズ「学習のイノベーションの未来



｢構成主義｣に基づく学びとは

・客観的に正しい知識が元々あるのではない

・他者と関わるなかで互いに通じ合える言語
や概念が作られる

・周囲にあるモノをいじるうちに道具として
の使い道が発見される

⇒ 周囲との相互作用によって学ぶ

松井 大助 青木久美子(放送大学)

教師が生徒へ｢伝達｣できるものではない



構成主義的学習モデル

経験学習理論

１ 具体的な経験を積む

２ その経験がなぜうまくいったか､何が問題
だったかを多様な視点から内省する

３ 内省をもとにこの先も応用できそうな理
論にまとめる 概念化

４ 新たな場面でもその理論を試してみる

松井 大助 青木久美子(放送大学)



経験学習理論(補足)

「１ 具体的な経験を積む」について

どのような心持ちで経験し､本人がどう受け
取ったかによって｢学び｣の質は変わる

⇒ 単に経験すれば学べるわけではない

松井 大助 青木久美子(放送大学)



経験学習理論(補足)

経験から知識が形成されるまでのプロセス
を重視する

⇒ 試験等の結果だけでなく、望ましい
プロセスで学ぶことができたかどうか
も評価する

⇒ 教師はどのような活動をすれば学びが深
まるか、学習環境をデザインする

松井 大助 青木久美子(放送大学)



社会構造が大きく変わり

「学びの意味合いそのもの
が変化している」



30年

計算能力 100万倍
記憶能力 100万倍
通信能力 100万倍

30年

計算能力 100万倍
記憶能力 100万倍
通信能力 100万倍

IQ=100 → 10000

現
在





AI時代には教育も変わらなければな
らない

｢誰もが納得する理想の答えを誰より
も速く見つける力｣これがエリート力、
しかしこれは全てAIが行なう

感じることの教育＝マニアになるこ
と→自分の好奇心の赴くままにある分
野で泣くほど好きになること。

人工知能研究者 黒川 伊保子





0 沈黙 生徒が貢献できると生徒も教師も信じておらず、教師がすべてを主導し、
すべての意思決定を行うのに対して若者は沈黙を通す。

1 操り 主張を正当化するために教師が生徒を利用し、まるで生徒が主導してい
るかのように見せる。

2 お飾り 主張を助ける、あるいは勢いづけるために教師が生徒を利用する。

3 形式主義・形だけの平等 教師は生徒に選択肢を与えているように見せるが、その内容あるいは参
加のしかたに生徒が選択する余地は少ない、あるいは皆無である。

4 生徒に特定の役割が与えら
れ、伝えられるだけ

生徒には特定の役割が与えられ、生徒が参加する理由や参加の方法は伝
えられているが、生徒はプロジェクトの主導や意思決定、プロジェクト

における自分たちの役割に関する判断には関わらない。

5 生徒からの意見を基に教師
が導く

教師はプロジェクトの設計に関して生徒の意見を求め、その結果につい
て報告をするが、教師がプロジェクトに関する意思決定を行い、プロ

ジェクトを主導する。

6 意思決定を教師・生徒で共
有しながら、教師が導く

教師が開始し、進めるプロジェクトの意思決定に、生徒も参画する。

7 生徒が開始し、方向性を定
める

教師の支援を借りて生徒がプロジェクトを開始し、方向性を定める。生
徒は教師の意見を聞いたり、生徒が意思決定しやすいように指針やアド

バイスを与えたりするが、最終的にすべての意思決定は生徒が行う。

8 生徒が開始し、教師ととも
に意思決定を共有する。

生徒がプロジェクトを開始し、意思決定は生徒と教師の協働で行われる。
プロジェクトの主導権や運営権は生徒と教師の対等な立場の上で共有さ

れる。

共同エージェンシーの太陽モデル
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答案用紙のちがい

マークシート 自由記述

一点に収束 無数に発散



日本国内 新傾向入試問題例

自身の課題として想定していた地域の課題やその
解決への貢献、大学での学修や活動に関して、出
願書類作成から今日までの期間になにを考え、調
べ、行動してきたか。自分自身の活動を振り返っ
て具体的に説明しなさい。字数制限は設けない。

表からいくつかの都道府県を指摘し、それぞれの
特徴を比較した上で、その比較から考えられる課
題とその課題が生じた背景について述べ、その課
題を解決するために考えられる方策を1200字以上
2000字以内で考察しなさい。

早稲田大学新思考入試 2018



日本国内 新傾向入試問題例

対面授業が2019年度までのように実施されない場
合、あなたの入学後の勉学・研究・活動などにど
のような影響があると思いますか。また、課外・
校外での活動に制約がある中で、どのように勉
学・研究・活動を進めていこうと考えていますか。
現時点での考えを601字以上800字以内でまとめて
ください。

早稲田大学新思考入試 2019･2021

グラフを比較して男女で共通する点と異なる点を
指摘し、それぞれについて、そのような傾向が生
じる理由を800字以上1200字以内で考察しなさい。



問い

「教育」について、あなたが感じたこと、
考えたこと、気が付いたこと、新たに学ん

だことを書き留めておいてください。



問い

「未来創造｣は、創造力を鍛えるために常
識にとらわれずに多様な見方をして、自分
だけでなく他者との対話や考えを学ぶ正答
ない授業です。
このような授業について、あなたはどのよ

いうに思っていますか？


